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り われわれが知るかぎり，菱山 [12Jは，イー グリィ[6]，エイカランド・ヘハー ト [71(79 
ベー シ)，ユルティス [8J， [9 J (340， 344， 359ベー ジ)，およびサミュエルソン [21]によっ
て引用，言及されている。




















































2) プラウグ(1]， 196へー ジj ミル [19J，四1-404ページ， およびド・クウィンスィ[5 J， 
118-129ベー ジもみよ。
3) ボーリ [2]， [3J， 76ベ←ジ，小林 [14J，390ヘージ， およびスピー ゲル [23]，162ベー
ジをみよ。






































































































算単位"で表示した今週および次週の価格であり， Xl， X2 は今週および来週の








6) 抽象的計算単位については，パテインキ γ 【20)，18ベー タをみよu
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(6) (a-rq+rc2) -2(b十rC3)Xl+2rcsS=u 
が得られる。これは.S， q， a，丸山，C3および Tが所与のとき ，x，について
解くことができる。換言すれば，今期の需要量ないしはけ口町は S，q， a， b， 





































も不十分になり，ト νードに損害を与えるにちがL、なし、。 ・ もしそうだとす
れば，生産者 (Artincers)にあらゆる奨励が与えられ，また，物をつ〈る人間


















q， C2， Ca，γ のようなパラメターが変化した場合を考えよう。この変化によって
誘発される町の変化にたいして， (1)からあきらかなように，p， は逆の方向
に変化することになる。商品の数量Sは変化しないのだから，この場合には商





































































る"らさらに p ッグもこの点を認識していたように思われる。 I貨幣の白然













































(15) p，x，十r(qS-qx，)-r[c， +C2(S-X，) +C3(S-Xρη 
を x，について最大化するものと考えよう。そのための条件は
(16) p， アq+rc2-2γc，(S-x，)=0 
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